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Fig．
パルス状圧力入力に対する不飽和砂の応答， 実験番号7
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（b）），図14（a），（b）の水圧センサー2（S2）の応答は水圧センサー1（S1）で測定され
た波形に比べ，振幅が減少し，位相が遅れて観測された．以上の結果を以下にまとめる．
①バックプレッシャーがない場合に作成した不飽和砂に，バックプレッシャーを加えた場合，
そのステップ状圧力入力に対する水圧センサー1（S1）の応答は，バックプレッシャーが高
い方が，オーバーシュート量が増え，振動を伴いながら整定した．
②バックプレッシャーがない場合に作成した不飽和砂に，バックプレッシャーを加えた場合，
そのパルス状圧力入力に対する水圧センサー1（S1）の応答は，バックプレッシャーが高い
方が，振幅が大きく，振動周期が短い圧力応答を示した．
6．結　　論
6．1入力信号と水圧センサー1（S1）の応答関係について
　脱気水のみ（5．1の①），飽和砂（5．2の①），および不飽和砂（5．3．1の①）のステップ状
圧力入力に対する応答結果によると，不飽和砂は，系に振動特性を与えると考えられる．さ
らに，バックプレッシャーを加えた不飽和砂（5．3．2の①）の応答結果によると，不飽和砂が
加圧環境下にある場合，この振動特性が強くなる傾向がある．これらの結果から，自然斜面
中の不飽和砂が何らかの加圧力を受けた場合，本実験と同様に加圧力によって飽和度が上昇
し，圧力変動に対し，振動的な応答を示すことが考えられる（今回の実験では飽和度を固定
しバックプレッシャー（加圧力）のみを変化させた実験を行っていないので，バックプレッ
シャー（加圧力）のみの影響を述べることはできない）．また飽和砂（図6）と不飽和砂（図
13（a），（b））とを比べると，同じステップ状圧カ入力を受けた場合，観測される圧力の最大
値は，不飽和砂のほうが大きい．このことは，自然斜面中の不飽和砂が，ステップ状圧力変
動を受けた場合，飽和砂より大きな問隙水圧を発生させる可能性があることを示唆している．
　パルス状圧力入力では振動的水圧を発生させているが，飽和砂，不飽和砂はともに，この
水圧の振動を減衰させている．これより，両者は，振動的な水圧に対し，動特性を持つこと
が考えられる．両者の特性の違いは今後の解析で検討する．
6．2水圧センサー1と水圧センサー2の応答関係について
　飽和砂（5．2の③），不飽和砂（5．3．1の③），バックプレッシャーを加えた不飽和砂（5．3．2
の②）の応答結果によると，飽和砂，不飽和砂はともに，振動する水圧変動に対し，動的応
答を示している．このことから，自然斜面中の一端で発生した振動的間隙水圧は，減衰と位
相遅れをともない伝達されることが考えられる．
　今回の実験で試料の入力端に発生させた圧力は立ち上がりに遅れがあった（これは，圧カ
バッファタンク1（T1）の上部の空気層の影響によると考えられる）．したがってより広い
周波数レンジに対する試料の応答を調べるには，この点の実験方法を改良し，高い周波数成
分を持つ圧力入力を発生させ，実験を行なう必要がある．
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